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ば
れ
る
生
物
の
移

動
・
分
散
能
力
を

飛
躍
的
に
高
め
、

侵
略
的
外
来
種
の

侵
入
・
定
着
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
そ
の
国
の

侵
略
的
外
来
種
の

数
と
分
布
の
予
測

に
有
効
な
指
標
と

な
る
の
は
、
国
際

貿
易
の
規
模
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

競
争
相
手
や
天

敵
不
在
の
、
ま
た

免
疫
を
持
た
な
い

在
来
生
物
が
構
成

す
る
生
態
系
に
侵

略
的
外
来
種
が
侵

入
・
定
着
す
る
と
、

在
来
生
物
相
に
壊

滅
的
な
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ

1

身
近
な
侵
略
的
外
来
種
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ

侵
略
的
外
来
種
は
、
故
意
に
ま
た
は
非

意
図
的
に
、
原
産
地
の
外
に
導
入
さ
れ
た

動
物
、
植
物
、
菌
類
、
微
生
物
で
す
。
世

界
規
模
の
貿
易
、
交
通
網
、
輸
送
機
関
の

発
達
は
、
人
や
物
資
の
移
動
範
囲
と
頻
度

増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
運

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
在
来
種
の
減
少

や
絶
滅
、
生
物
多
様
性
の
低
下
、
生
態
系

プ
ロ
セ
ス
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

生
物
多
様
性
と
生
態
系
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
人
類
由
来
の
主
要
な
脅
威
は
、
侵
略

的
外
来
種
、
気
候
変
動
、
富
栄
養
化
と
汚

染
、
環
境
の
破
壊
・
劣
化
、
乱
獲
で
す
。

こ
ね
ら
の
脅
威
が
単
独
、
ま
た
は
組
み
合

さ
れ
て
、
絶
滅
危
惧
種
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
1
0
5
5
種
の
絶
滅
の
恐
れ
の

あ
る
植
物
の
う
ち
、
6
0
2
種
が
侵
略
的

外
来
種
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
2
0
%
は
生
息
地
の
消
失
に
よ
る

悪
影
響
も
受
け
て
い
ま
す
。
十
方
で
、
I

日
C
N
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

6
8
0
種
の
絶
滅
し
た
動
物
種
の
う
ち
、

1
7
0
種
で
そ
の
原
因
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
9
 
1
種
(
5
4
%
)

が
侵
略
的
外
来
種
を

含
む
い
く
つ
か
の
原
因
、
3
4
種
(
2
0
%
)

に
つ
い
て
は
、
侵
略
的
外
来
種
が
唯
一
の

原
因
で
し
た
。

日
本
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
侵
略
的
外

来
種
は
、
近
年
、
岩
手
県
内
で
、
「
県
の
木
」

の
ア
カ
マ
ツ
を
大
量
に
枯
死
さ
せ
て
い
る

マ
ツ
材
線
虫
病
の
病
原
体
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
で
す
。
北
米
原
産
と
さ
れ
、

抵
抗
性
の
な
い
日
本
の
マ
ツ
属
種
を
百
年

以
上
枯
死
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
被
害

は
北
海
道
を
除
く
、
本
州
、
四
国
、
九
州

に
及
び
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
2
6
年
ま
で

に
5
1
0
0
万
3
m
以
上
の
マ
ツ
林
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
経
済
的
損
失
は
、
概
算

す
る
と
4
1
5
億
円
に
達
し
ま
す
。

マ
ツ
材
線
虫
病
の
影
響
は
、
マ
ツ
属
樹

木
の
集
団
枯
死
と
/
と
ら
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
マ
ツ
を
保
全
す
る
上
で
の
優
先
順
位

は
、
土
砂
災
害
防
止
、
水
源
保
護
、
防
風
、

飛
砂
防
止
、
景
観
保
護
に
対
す
る
貢
献
度

で
決
ま
り
、
マ
ツ
林
を
基
底
種
、
つ
ま
り
、

一
次
生
産
者
と
す
る
マ
ツ
林
生
態
系
の
重

要
性
は
、
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

一
方
で
、
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
そ
の
生
態

系
の
頂
点
に
位
置
す
る
上
位
捕
食
者
で
あ

る
猛
禽
類
の
営
巣
場
所
と
し
て
重
要
で
す
。

ア
カ
マ
ツ
は
幹
に
枝
が
輪
生
す
る
た
め
、

垂
直
方
向
の
枝
の
間
隔
が
長
く
、
樹
冠
内

に
広
い
空
間
が
形
成
さ
れ
や
す
い
上
、
幹

の
同
じ
高
さ
に
複
数
の
枝
が
生
え
て
い
る
′

た
め
に
、
巣
の
土
台
が
得
ら
れ
や
す
い
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ツ
材
線
虫
病
に

よ
り
ア
カ
マ
ツ
が
枯
死
し
、
ア
カ
マ
ツ
林

が
減
少
す
る
と
、
猛
禽
類
も
減
少
し
ま
す
。

猛
禽
類
の
中
で
も
、
数
が
多
い
と
さ
れ

る
ノ
ス
リ
は
、
高
標
高
の
森
林
地
帯
に
生

息
す
る
猛
禽
類
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
栃
木
県
や
北
海
道
で
低

標
高
地
に
分
布
を
拡
大
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ノ
ス
リ
の
新
し
い
個
体
群
(
以
下
、

新
興
個
体
群
と
呼
ぶ
)

が
出
現
し
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
同
様
の
現
象
が
、
マ
ツ

材
線
虫
病
に
よ
り
営
巣
林
が
減
少
し
て
い

る
東
北
地
方
の
低
標
高
地
で
も
起
き
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ノ

ス
リ
新
興
個
体
群
は
ど
の
よ
う
に
生
息
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
侵
略
的
外
来
種
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
が
生
態
系
の
上
位
捕
食
者
で

あ
る
ノ
ス
リ
新
興
個
体
群
に
及
ぼ
す
影
響
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を
検
知
し
、
近
い
将
来
の
予
測
を
目
的
に
、

マ
ツ
材
線
虫
病
被
害
地
域
で
、
ノ
ス
リ
の

営
巣
数
と
、
営
巣
木
と
営
巣
林
の
両
方
の

枯
死
率
を
調
査
し
ま
し
た
。

2

マ
ツ
材
線
虫
病
被
害
地
の
ノ
ス
リ
の

営
巣
状
態

岩
手
県
の
平
野
部
と
そ
の
周
辺
の
低
山

に
、
2
カ
所
の
調
査
地
を
設
置
し
ま
し
た
。

調
査
地
の
面
積
は
、
紫
波
町
に
6
千
h
a
、

花
巻
市
に
4
千
h
a
で
す
。
平
成
2
5
年
虹
月

か
ら
平
成
2
8
年
5
月
ま
で
の
間
に
、
調
査

地
内
の
す
べ
て
の
森
林
を
踏
査
し
て
猛
禽

類
の
巣
を
探
索
し
、
営
巣
木
の
樹
種
を
特

定
し
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
巣
に
つ
い
て

は
、
5
月
か
ら
9
月
の
間
の
繁
殖
中
に
観

察
を
行
い
、
占
有
す
る
猛
禽
類
を
特
定
し

ま
し
た
。
営
巣
林
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
5

年
の
1
0
-
H
月
に
、
営
巣
木
を
中
心
と
し

た
面
積
〇
.
1
h
a
の
プ
ロ
ッ
ト
内
の
胸
高

直
径
1
0
脚
以
上
の
ア
カ
マ
ツ
を
生
木
と
枯

死
木
に
区
分
し
て
数
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ノ
ス
リ
の
巣
は
合
計
1
9
個

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て

独
立
し
た
な
わ
ぼ
り
で
、
1
9
つ
が
い
の
ノ

ス
リ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
ノ
ス
リ
の
営
巣
木
が
ア

ガ
マ
ツ
で
あ
る
場
合
、
そ
の
6
3
%
(
1
2
本
)

が
枯
死
木
で

(
写
真
1
)
、
枯
死
後
倒
伏

し
た
2
本
を
合
わ
せ
る
と
7
4
%

(
1
4
本
)

マツ材線虫病被害地のノスリの営巣。成鳥(右上)と若鳥(巣上)

が
マ
ツ
材
線
虫
病
の
被
害
を
受

け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
営
巣

木
の
状
態
は
、
ア
カ
マ
ツ
生
木

が
丑
%

(
2
本
)
、
そ
の
他
の

針
葉
樹
生
木
が
1
6
%

(
3
本
)

で
し
た
。
営
巣
林
の
ア
カ
マ
ツ

の
枯
死
率
は
6
3
%
に
遺
し
て
い

ま
し
た
。

3

ノ
ス
リ
新
興
個
体
群

平
成
9
年
の
報
告
で
は
、
ノ

ス
リ
は
東
日
本
で
は
留
鳥
で
あ

る
が
岩
手
県
と
宮
城
県
で
は
繁

殖
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

弱
年
-
平
成
6
年
ま
で
の
間
の

岩
手
県
内
の
繁
殖
・
営
巣
情
報
は
、
標
高

2
4
0
̃
7
2
0
m
の
間
に
1
7
巣
存
在
す

る
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

平
成
1
0
年
以
前
の
本
調
査
地
の
よ
う
な
平

野
部
と
そ
の
周
辺
の
低
山
に
お
け
る
繁
殖

密
度
は
非
常
に
低
か
っ
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
今
回
、
1
万
h
a
に
1
9
つ
が
い

の
ノ
ス
リ
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
近
年
、

繁
殖
密
度
が
急
上
昇
し
た
、
新
興
個
体
群

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

似
た
よ
う
な
ノ
ス
リ
の
急
速
な
増
加
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
個

体
数
は
、
昭
和
4
5
年
に
8
千
̃
1
万
、
昭

和
5
8
年
に
1
万
5
千
̃
1
万
6
千
、
平
成

1
4
年
に
4
万
4
千
̃
6
万
1
千
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
増
加
に
は
3
つ
の
理
由
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
土
地
生

産
性
の
向
上
に
よ
り
、
牧
草
を
食
べ
る
ア

ナ
ウ
サ
ギ
が
増
加
し
、
獲
物
が
増
え
た
た

め
で
す
。
第
二
に
、
D
D
T
な
ど
の
農
薬

散
布
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
で
す
。
こ
う
し

た
有
機
塩
素
殺
虫
剤
は
、
生
物
濃
縮
を
介

し
て
猛
禽
類
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
、
カ
ル

シ
ウ
ム
代
謝
を
阻
害
し
、
卵
殻
を
薄
化
さ

せ
、
抱
卵
中
に
卵
が
割
れ
て
し
ま
う
他
、

割
れ
な
か
っ
た
卵
の
中
の
胚
の
死
亡
率
を

高
め
ま
す
。
第
三
に
、
狩
猟
鳥
の
保
護
の

た
め
に
、
そ
れ
を
捕
食
す
る
と
想
定
さ
れ

る
猛
禽
類
の
駆
除
を
中
止
し
た
た
め
で
す
。

実
際
、
猛
禽
類
が
狩
猟
鳥
に
及
ぼ
す
捕
食

圧
は
大
き
く
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

4

ノ
ス
リ
新
興
個
体
群
の
局
所
絶
滅

イ
ギ
リ
ス
と
は
対
照
的
に
、
本
調
査
地

で
は
、
次
の
数
年
間
で
局
所
絶
滅
(
本
調
査

地
の
よ
う
な
狭
い
領
域
で
の
絶
滅
)
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
新

興
個
体
群
は
、
営
巣
木
と
営
巣
林
の
両
方

を
マ
ツ
材
線
虫
病
に
よ
り
今
後
も
失
い
続

け
る
た
め
、
繁
殖
を
中
止
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ち
で
す
。
さ

ら
に
、
ア
カ
マ
ツ
以
外
の
針
葉
樹
で
の
繁
殖

も
、
そ
こ
を
複
数
種
の
猛
禽
類
が
奪
い
合

う
と
制
限
さ
れ
て
、
体
の
大
き
な
ト
ビ
が

営
巣
し
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

5

侵
略
的
外
来
種
の
影
響
と
対
策

こ
の
0
0
年
程
度
の
短
い
期
間
に
猛
禽
類

が
新
興
し
、
マ
ツ
材
線
虫
病
の
被
害
に
よ

り
局
所
絶
滅
す
る
過
程
が
検
知
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
影
響
は
、
ア
カ
マ
ツ
を

枯
死
さ
せ
て
純
一
次
生
産
量
を
減
ら
し
、

マ
ツ
林
生
態
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
減
ら
し

ま
す
。
そ
の
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る

ノ
ス
リ
を
減
ら
し
、
∴
早
食
動
物
を
補
食
圧

か
ら
開
放
し
ま
す
。
こ
う
し
た
影
響
を
回

避
す
る
た
め
に
は
、
外
来
生
物
を
簡
単
に

国
内
に
入
れ
な
い
た
め
の
国
内
外
の
検
疫

強
化
が
必
要
で
す
。
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